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町からルールがなくなった（第2話）

　　　　　　　　　　　　　　～ルールはどうやってつくるの～
町のようすがすっかりかわってしまい、びっくりしたリエ。

そのときとつぜん、妖精があらわれた。

「私はミミー。あなたが『ルールなんてなければいいのに』っていうのを聞いて、魔法でかなえてあげたの。楽しいでしょう？」

「やっぱりそうだったのね……」

リエは、とまどいながら答えた。

「楽しいかもしれないけど、こまったことが
いっぱいあるの。もとの世界に戻して」

「じゃあ、あなたがなにかルールをつくって、
みんながそれをまもれるようになったら、
もとの世界にもどしてあげるわ」

そう言って、ミミーは消えてしまった。
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「わたしがルールをつくる？そんなことできるのかしら。
でも、ルールがないためにこまっている人は、たくさんいるはず。
みんなに話してみようっと」

リエのよびかけで、ルールについて話しあうあつまりが
ひらかれることになった。

いよいよ話し合いの日。

ひとりの紳士が、いった。

「ルールがあると、わたしたちは思うように行動できないときがある。
ないほうがいいよ」

それを聞いて、たくさんの人がうなずいた。

「でも、町はゴミだらけだし、運転もめちゃくちゃでケンカばかり。
ルールをつくって、みんながそれをまもって行動すれば、
もっとくらしやすくなると思うわ」

リエの意見に、こんどはもっとたくさんの人が賛成してくれた。
でも……

「ゴミをちらかさないルールをつくろう！」
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「車の走り方をきめるルールもね」

思いついたルールを勝手に話しはじめてちっともまとまらない。

「みんなの代表を選んでルールをつくってもらったら？」
と、リエはいった。

「それはいいアイディアね。じゃあ、代表をきめて、その人に、
ルールをつくったり、そのルールをみんなにまもらせたりする仕事を
してもらいましょう」と、お菓子屋のおばさん。

それを聞いたリエは、

「あら、だめよ。その人がいじわるで、へんなルールをつくってきらい
な人だけにまもらせたら、どうするの？」

それを聞いて、みんな考えこんでしまった。
出典：岩崎書店「はじめての法教育」
